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お
気
に
入
り
の
一
冊
を
探
し
に
図
書
館
へ

　

近
年
、
日
本
人
の
活
字
離
れ
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
化
庁
が
行
っ
て
い
る
「
国
語
に
関

す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
マ
ン
ガ
や
雑

誌
を
除
く
１
カ
月
の
読
書
量
は
、「
読
ま
な
い
」

と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
47
・
５
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
立
図
書
館
の
人
口

一
人
あ
た
り
の
個
人
貸
出
冊
数
は
、
４
年
連
続

で
全
国
１
位
と
、
福
井
の
〝
読
書
に
親
し
む
〟

と
い
う
県
民
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
浜
に
は
、
市
立
図
書
館
（
白
鬚
）
と
県
立

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）の
２
館
が

あ
り
、
恵
ま
れ
た
読
書
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

日
暮
れ
が
早
ま
り
、
夜
が
長
く
感
じ
る
こ
と

や
、気
候
的
に
過
ご
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、「
秋
」

は
読
書
に
最
適
の
季
節
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
27
日
㊎
か
ら
始
ま
る
読
書
週
間
を
前
に
、

お
気
に
入
り
の
本
を
探
し
に
、
図
書
館
へ
と
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
話
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
読
書
活
動
を
通
し
て
、
本
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
風
夢
。
代
表

の
津つ

だ田
さ
と
み
さ
ん
（
59
歳
・
生
玉
・
写

真
中
央
奥
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
普

及
。「
子
ど
も
は
親
か
ら
本
を
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、愛
情
も
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
中
で
親
と
子
が
寄
り
添
い
、た

く
さ
ん
の
本
を
読
み
、
幸
せ
な
時
間
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

良
書
に
は
人
を
ひ
き
つ
け
る
力
が
あ
る

と
話
す
津
田
さ
ん
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
作
者
、
読
み
手
、

子
ど
も
た
ち
が
つ
な
が
り
、
一
体
感
と
共

に
大
き
な
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。
読
み
手

も
喜
び
が
も
ら
え
る
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
活
動
で
す
」と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

風
夢
で
は
、『
大
人
が
楽
し
む
お
話
し

会
』
を
開
催
す
る
な
ど
、
幅
広
い
年
代
に

読
書
機
会
の
増
加
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
体
験
は
人
間
の
想
像
力
を
養
い

ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
と
い

う
力
は
、
仕
事
や
人
間
関
係
に
お
い
て
も

重
要
で
す
。
ま
た
、
本
か
ら
得
ら
れ
る
知

識
は
心
の
潤
い
と
な
り
ま
す
。
人
が
生
き

て
い
く
中
で
、
読
書
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」

おばま児童文学会  風
ふ う む

夢

絵本の感動や美しい言葉、声の心地よさを地域の子どもたちに伝
えることを目的に、市民有志が平成 12 年に設立。現在は 10 人が
所属。13 年から市内小学校で読み聞かせをスタート（本年度は 7
校で実施）。同年に始めた図書館でのお話し会も、毎年 20 回程実
施している。ほかに、「大人が楽しむお話し会」や、6 カ月健診の
参加親子を対象にした「ブックスタート」など幅広く活動している。

10 月、11 月は「読書週間」

　10 月 27 日㊎から 11 月 9 日㊍ま
では（公社）読書推進運動協議会が
定める「第 71 回読書週間」です。
　読書週間は、昭和 22 年に、「読書
の力によって、平和な文化国家を創
ろう」という決意のもと、出版社や
書店、公共図書館などにより始まり
ました。また、10 月 27 日は、「文字・
活字文化の日」に制定されています。

県立図書館の貸出冊数 4 年連続日本一！

　（公社）日本図書館協会の「都道
府県図書館の統計」によると、福井
県立図書館（若狭図書学習センター
含む）の人口一人当たりの個人貸出
冊数は平成 24 年〜 27 年度までの
4 年連続全国 1 位となっています。
　また、図書館の入館者数（人口
比）も 25 年から 3 年連続全国 2 位
となっています。

「ブックスタート」で心のふれあい

　市では、平成 26 年度から毎年、
健康管理センターでの 6 カ月健診
時に、読み聞かせの時間を設けると
ともに、絵本を贈呈しています。
　赤ちゃんと保護者が絵本を介し
て、心ふれあうひとときを持つきっ
かけづくりを目的にした事業です。
　同時に子どもがワクワクする絵本
のリストも配布しています。

1 カ月の読書量は「読まない」が 47.5%

　文化庁の「平成 25 年度  国語に関する世論調査（全国の 16 歳
以上の男女が対象）」によると、1 カ月の読書量（マンガ・雑誌
を除く）は、「読まない」が最も多く 47.5%。次いで「1,2 冊」
の 34.5% でした。
平成 14 年度調査と
比較すると、「読ま
ない」の割合は、約
10 ポイント増加し
ています。

【1 カ月に読む本の冊数について】
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読まない 47.5%
1,2 冊 34.5%

平成 25 年度国語に関す
る世論調査（文化庁）より

3,4 冊 10.9%

(%)

5,6 冊     3.4%
7 冊以上 3.6%

そ
う
だ
、
図
書
館
へ
行
こ
う
！

広報おばま　平成 29. 10 ❷

本を読むすばらしさをみんなに
特集
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　去年、家族で小浜に引っ越し
てきたのですが、図書館が家の
近くにあってうれしいです。
　夏休みの間は、本を借りたり、
企画イベントに行ったり、みん
なで何度も足を運びました。
　兄は歴史や料理の本に興味を
持ち、妹は絵本が大好き、母も
企画展から新しい作家の本を読
み出すなど、図書館には本との

〝出会い〟がたくさんあります。

図書館利用者
増
ま す だ

田 寛
ひ ろ こ

子 さん、
樹
み き と

人くん、あかりちゃん
（中央後ろから・37歳、
8歳、6歳・南川町）

新しい本との出会いがたくさん

　いつも子どもたちと一緒に本
を読みながら楽しんでいます。
最近では、お姉ちゃんが弟に本
を読み聞かせたりもしています。
　図書館には、家族で 2 週間に
1 度は行きます。児童書だけの
フロアがあり、子どもが自分で
本を選んだり、読みやすい雰囲
気があります。司書さんがいろ
いろ〝本の相談〟にのってくれ
るのもうれしいですね。

図書館利用者
岡
おか

 俊
としのぶ

伸 さん、和
か ず よ

世さん、
倫
と も よ

世ちゃん、駿
しゅんのすけ

之介くん
（左後ろから・37歳、
36歳、6歳、4歳・小湊）

子どもたちと一緒に本を楽しむ

■特集ーそうだ、図書館へ行こう！

福井県立若狭図書学習センター 小浜市立図書館▶ ▶

子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
利
用

　

市
立
図
書
館
で
は
、
一
般
書
（
６

階
）
と
児
童
書
（
５
階
）
の
フ
ロ
ア

が
分
か
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
も
別
々
に

あ
る
の
で
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
で

も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

児
童
書
の
蔵
書
冊
数
は
、
約
６
万

２
千
冊
と
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に

絵
本
は
新
刊
か
ら
昔
の
も
の
ま
で
幅

広
く
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
め
る
環
境

　

一
般
書
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
小
浜
の
も
の
を
中
心
に
、
県
内

の
郷
土
資
料
が
数
多
く
置
い
て
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
実
用
書
か
ら
雑

誌
、
マ
ン
ガ
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
を
置
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
を
読
め
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ホ
ー
ル
も
館
内
に

　

館
内
４
階
に
は
、
絵
画
展
や
写
真

展
な
ど
に
使
え
る
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
、
多
人
数
の
読
書
会
や
図
書
館
の

本
を
活
用
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
交
流
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す

豊
か
な
蔵
書
で
お
出
迎
え

　

県
立
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、一
般
書
約
20
万
冊
、郷
土
資
料
約

３
万
６
千
冊
、児
童
書
約
４
万
４
千

冊
を
取
り
そ
ろ
え
、各
コ
ー
ナ
ー
で

さ
ま
ざ
ま
な
本
の
特
集
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
、ビ
デ
オ
ル
ー
ム

で
視
聴
で
き
る
ビ
デ
オ
や
、大
活
字

資
料
、外
国
語
資
料
も
あ
り
ま
す
。

本
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　
「
ウ
エ
ル
カ
ム
！
こ
ど
も
企
画

（
10
月
22
日
㊐
ほ
か
）」
で
は
お
話
し

会
や
演
奏
会
、
体
験
な
ど
の
企
画
事

業
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市（
10
月
28

日
㊏
）」や「
雑
誌
プ
レ
ゼ
ン
ト（
10
月

28
日
㊏
〜
11
月
５
日
㊐
ほ
か
）」
の

よ
う
な
、
本
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設

　

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
館
内
１
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル
や

講
堂
、
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
、
学
習
活
動
お
よ
び
交
流
・
表

現
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小浜市立図書館

開館　平日 10 時〜 19 時
　　　（12 月〜 3 月は 18 時まで）
　　　休日 9 時〜 17 時
休館　火曜日・第 4水曜日・第3
　　　日曜日・祝日・年末年始
住所　白鬚 112
　　　白鬚業務棟内 4 〜 6 階
電話　52・1042
蔵書　約 18 万 6 千冊
貸出　1 人 10 冊まで 14 日間

県立若狭図書学習センター

開館　平日 9 時〜 19 時
　　　休日 9 時〜 18 時
休館　月曜日（祝日・夏休み期
　　　間は開館）・祝日の翌日・
　　　第 4 木曜日（2 階図書フ
　　　ロアのみ）・年末年始
住所　南川町 6-11
電話　52・2705
蔵書　約 28 万冊
貸出　1 人 10 冊まで 14 日間

地域の図書館を　 利用しよう！！

テーマ展示「私の好きな一冊」

読書週間（10 月 27 日〜 11 月 9
日）に合わせて、職員が本をお
すすめする企画展を、一般書・児
童書の両コーナーで実施します。

雑誌コーナーを一新！
雑誌コーナーのリニューアルを
行い、新しい雑誌を順次入れて
いきます。貸し出し・予約の解禁
日は発売の 1 カ月後になります。

企画のお知らせ企画のお知らせ

図書カードを    共有できます

市立図書館カード県立図書館カード 詳しくは、各館のカウン    ターへ尋ねてください

テーマ展示「セリフで選ぶ物語」

県では、秋の読書週間に合わせ
た期間に「福井県内公共図書館
利用促進事業」として、図書館
員がすすめる本の展示を一斉に
実施します。本年度のテーマは、

「セリフで選ぶ物語」で、読書
週間が始まる 10 月 27 日㊎か
ら開始する予定です。
※実施状況や期間は各館による


